


が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
二

百
数
十
年
の
時
を
経
て
、
今
な

お
天
野
家
を
中
心
に
集
落
の

人
々
に
よ
っ
て
演
じ
続
け
ら
れ

て
い
る
。

　
追
分
人
形
芝
居
は
、
江
戸
時

代
、
阿
波
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た

三
人
遣
い
の
浄
瑠
璃
人
形
、
義

太
夫
節
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
演

じ
ら
れ
る
本
格
的
な
芸
能
で
あ

る
。
は
る
ば
る
西
国
か
ら
た
ど

り
着
い
た
阿
波
人
形
の
一
座
が

当
地
に
伝
え
た
。
今
の
座
長
の

天
野
新
一
か
ら
十
八
代
、
新
生

人
形
座
と
し
て
五
代
遡
る
天
野

利
衛
義
兼
に
始
ま
る
と
い
う
。

十
郎
兵
衛
、
喜
八
、
勝
頼
、
時

姫
な
ど
、
頭
は
い
ず
れ
も
、
由

良
亀
や
天
狗
久
ら
の
本
場
の
名

工
の
作
で
、
ま
た
村
中
が
焼
け

た
火
災
か
ら
も
明
治
末
の
大
水

害
か
ら
も
守
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
す
ば
ら
し
さ
に
は
目
を
み
は

る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
繰
り
返
し
補
修
さ

れ
現
在
ま
で
使
わ
れ
続
け
て
き

た
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
「
奥

州
安
達
原
」
「
本
朝
廿
四
季
」

「
生
写
朝
顔
日
記
」
「
絵
本
大

功
記
」
な
ど
お
な
じ
み
の
演
題

か
ら
、
地
元
の
悲
恋
話
を
脚
色

し
た
「
吉
久
保
美
人
鏡
」
「
小

松
怨
霊
」
ま
で
数
十
に
及
ぶ
。

　
追
分
、
新
田
地
区
は
峠
の
入

り
口
、
昔
は
わ
ず
か
の
田
畑
と

養
蚕
、
山
仕
事
が
主
な
生
業
で

あ
っ
た
。
豊
か
に
な
り
始
め
た

近
隣
の
農
山
村
の
人
々
の
求
め

に
応
じ
て
、
西
川
一
座
を
組
み

各
地
を
講
演
し
て
歩
い
た
も
の

だ
と
い
う
。
江
戸
末
期
の
最
盛

期
に
は
、
遠
く
信
州
や
越
後
、

相
模
や
駿
河
ま
た
江
戸
に
も
巡

業
に
出
て
好
評
を
博
し
た
と
い

う
か
ら
想
像
も
つ
か
な
い
活
躍

で
あ
っ
た
。
先
代
が
若
い
頃
に

は
甲
府
で
も
公
演
、
地
元
の
芝

居
に
も
出
演
し
て
喜
ば
れ
た
そ

う
だ
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九

六
〇
）
、
県
の
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
今
で
は
ホ
ー
ル
や

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
公
演
が
ほ

と
ん
ど
だ
が
、
農
家
の
縁
先
や

祭
り
の
神
社
の
境
内
で
、
気
軽

に
演
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
今
伝
統
の
復
活
に
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
、
最
近
は
笹
子

追
分
人
形
保
存
会
会
長
天
野
茂
、

仁
、
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
一
同
に

よ
っ
て
そ
の
芸
は
着
実
に
次
の

世
代
に
受
け
継
が
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

【
矢
立
の
杉
と
身
代
り
両
面
地

蔵
菩
薩
】

　
大
月
市
で
は
最
近
、
歌
手

「
杉
良
太
郎
」
の
新
曲
「
矢
立

の
杉
」
の
発
売
を
機
に
、
「
矢

立
の
ス
ギ
」
の
あ
る
大
月
市
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
と
と
ら
え
、
周
辺
地
区
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

歌
碑
を
建
立
し
た
。

　
「
矢
立
の
ス
ギ
」
は
、
杉
自

身
初
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
な
る

大
阪
・
新
歌
舞
伎
座
公
演
「
闇

の
身
代
り
地
蔵
」
に
も
登
場
す

る
わ
け
で
「
舞
台
の
中
に
出
て

く
る
地
蔵
を
置
き
た
か
っ
た
」

と
、
杉
は
身
代
り
両
面
地
蔵
菩

薩
を
大
月
市
に
寄
贈
し
て
く
れ

た
。
「
矢
立
の
ス
ギ
」
の
前
で

歌
碑
と
地
蔵
の
除
幕
式
に
は
、

妻
で
歌
手
の
伍
代
夏
子
、
舞
台

に
共
演
す
る
山
本
譲
二
、
山
川

豊
等
も
同
席
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
あ
と
大
月
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
移

し
て
、
舞
台
「
闇
の
身
代
り
地

蔵
」
の
製
作
発
表
を
開
催
し
た
。

【
笹
子
餅
の
由
来
】

　
現
社
長
喜
宗
の
祖
父
・
天
野

丈
平
は
、
中
央
線
開
通
前
甲
州

街
道
笹
子
宿
に
お
い
て
、
料
理

旅
館
及
び
笹
子
峠
の
峠
馬
車

（
曽
祖
父
の
考
案
に
よ
る
人
・

荷
運
搬
用
）
を
営
業
し
て
い
た

が
、
明
治
三
十
年
よ
り
中
央
線

笹
子
隧
道
の
開
墾
が
開
始
さ
れ

る
や
、
衆
議
院
議
員
で
あ
る
従

兄
・
天
野
薫
平
（
山
梨
酒
造
株

式
会
社
↓
笹
一
酒
造
）
に
協
力

し
て
用
地
の
買
収
、
村
当
局
と

の
折
衝
、
或
は
施
工
に
関
す
る

業
務
の
援
助
、
鉄
道
関
係
諸
官

の
住
居
、
宿
舎
の
斡
旋
等
に
奔

走
し
、
更
に
明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
二
月
に
笹
子
隧

道
開
通
後
も
諸
般
の
整
理
に
尽

力
し
て
笹
子
宿
の
発
展
に
大
い

に
貢
献
し
た
人
で
あ
る
。
当
時
、

笹
子
隧
道
は
東
洋
一
の
長
い
ト

ン
ネ
ル
（
全
長
四
六
五
六
ｍ
）

と
し
て
、
通
過
す
る
の
に
、

十
数
分
を
要
し
、
煤
煙
と
、

長
時
間
を
要
す
る
旅
客
サ
ー

ビ
ス
を
要
請
さ
れ
て
い
た
。

　
一
方
、
笹
子
駅
は
笹
子
隧

道
の
東
側
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
鉄
道
開
通
前
は
こ
の

峠
に
甘
酒
茶
屋
（
『
矢
立
の

杉
』
の
直
ぐ
傍
に
跡
地
あ

り
）
が
有
り
、
「
峠
の
力

餅
」
と
旅
人
に
愛
好
さ
れ
て
い

た
が
、
開
通
と
と
も
に
、
衰
微

し
て
遂
に
閉
店
の
止
む
無
き
に

至
り
こ
れ
を
「
笹
子
餅
」
と
名

称
を
変
え
、
当
局
の
承
認
を
得

て
駅
構
内
立
買
営
業
を
始
め
た
。

こ
う
し
て
明
治
三
十
八
年
六
月

二
十
八
日
、
帝
国
鉄
道
庁
運
輸

部
長
の
承
認
を
え
た
。

　
更
に
、
丈
平
は
、
東
京
日
本

橋
の
栄
太
郎
本
舗
よ
り
職
人
を

招
き
、
特
に
品
質
の
吟
味
と
独

特
の
風
味
に
よ
り
優
秀
品
を
調

整
し
益
々
「
笹
子
餅
」
「
笹
子

饅
頭
」
の
品
質
を
向
上
し
て
販

売
し
た
の
で
永
い
間
、
旅
客
の

好
評
を
博
し
、
中
央
線
唯
一
の

名
物
と
し
て
爾
来
、
現
在
ま
で

百
有
余
年
、
利
用
者
に
愛
顧
さ

れ
て
き
た
。

　
大
正
二
年
、
当
時
の
鉄
道
大

臣
元
田
肇
よ
り
「
名
物
に
　
甘

い
も
の
あ
り
　
笹
子
餅
　
国

東
」
と
の
、
賞
辞
を
は
じ
め
、

今
日
多
く
の
人
々
の
賞
詞
、
賞

句
が
あ
る
。

　
「
旅
慣
れ
ぬ
　
母
の
記
憶
に

　
笹
子
餅
　
八
重
夫
」
「
古
里

の
　
行
き
に
帰
り
に
　
笹
子
餅

　
明
雄
」
。
ま
た
最
近
で
は
、

現
当
主
は
先
年
亡
く
な
っ
た
、

金
田
一
春
彦
に
大
変
か
わ
い

が
っ
て
も
ら
い
、
「
笹
子
馬
子

唄
」
（
西
岡
文
郎
作
曲
、
原
田

直
之
唄
）
ま
で
作
っ
て
も
ら
っ

た
。
「
桃
の
咲
く
　
峠
の
茶
屋

で
　
食
べ
た
草
餅
ゃ
　
忘
ら
れ

ぬ
　
春
彦
」

「
笹
子
餅
」
の
歴
史
は
、
江
戸

時
代
を
遥
か
に
遡
る
が
、
公
式

文
献
で
は
、
上
記
の
日
を
創
業

に
し
て
い
る
。
餅
だ
け
の
単
品

営
業
で
、
百
年
以
上
続
い
て
い

る
の
は
、
全
国
的
に
も
稀
で
あ

る
と
い
う
。
従
っ
て
、
創
業
者

を
初
代
・
天
野
丈
平
と
し
、
二

代
目
・
天
野
文
平
、
三
代
目
・

天
野
喜
治
、
そ
し
て
現
社
長
の

四
代
目
・
天
野
喜
宗
と
続
い
て

い
る
。
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に
し
て
い
る
。
餅
だ
け
の
単
品

営
業
で
、
百
年
以
上
続
い
て
い

る
の
は
、
全
国
的
に
も
稀
で
あ

る
と
い
う
。
従
っ
て
、
創
業
者

を
初
代
・
天
野
丈
平
と
し
、
二

代
目
・
天
野
文
平
、
三
代
目
・

天
野
喜
治
、
そ
し
て
現
社
長
は

四
代
目
・
天
野
喜
宗
と
続
い
て

い
る
。

参
考
資
料
　

「
時
を
つ
な
ぐ
街
」
大
月
市
制

五
十
周
年
記
念
誌
　

資
料
提
供
者
　
天
野
喜
宗

執
筆
者
　
星
野
　
喜
忠

協
力
者
　
山
口
　
善
久

大月名物「笹子餅」

歌碑の除幕式

大月名物「笹子餅」


